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第 四紀 に おけ る 日本列 島 への哺 乳類 の移 動

河 村 善 也*

第四紀におけ る日本列島への哺乳類の移動 を本州 ・四国 ・九州 と北海道,琉 球列島 という3つ

の生物地理区に分けて考察 した.本 州 ・四国 ・九州地域では,長 鼻類化石 の生層序学的研究によっ

て,次 の3種 のゾウが最初に出現 した時期が明らかにされている.す なわち,シ ガゾウの出現 は

1.2～1.0Ma頃,ト ウヨウゾウの出現は0.5Ma頃,ナ ウマンゾウの出現は0.3Ma頃 である.こ

れらのゾウの出現は,そ れ らが近隣の大陸地域か ら移入 して きたことを示 し,ま たそのような移

入を可能 にする陸橋の形成 を示唆する.ナ ウマンゾウの移入期以後,本 州 ・四国 ・九州地域は大

陸や北海道か らずっ と隔離 されて きたと考 えられ る.北 海道では,化 石の記録 が本州 ・四国 ・九

州よ りはるかに少ない.北 海道の後期更新 世の哺乳類は,ナ ウマ ンゾウ,プ リミゲニウスゾウ,

ヤベ オオツノジカといった3種 の大型草食獣で代表 され る.そ の うち,ナ ウマンゾウ とヤベオオ

ツノジカは,本 州 ・四国 ・九州地域か ら0.3Ma頃 に移入 した可能性があ り,プ リミゲニウスゾ

ウは後期更新 世後半にシベ リアか らサハ リン経由で移入 したと考 えられ る.琉 球列島では,更 新

世の化石記録は大部分が後期更新 世のものである.琉 球列島北部の後期更新 世の動物相では固有

の要素が卓越 しているが,そ れ らはおそらく更新 世以前にこの地域に移入 したものであろう.琉

球列島南部の後期更新 世の動物群は,中 期 あるいは後期更新 世に移入 した種類 と,よ り早い時期

に移入した種類か ら成 り立っている.

キー ワー ド:第 四紀,日 本 列 島,哺 乳類,化 石記 録,移 動

I.は じ め に

現在 の 日本列 島の哺乳動物相 は,(1)北 海道 とその属

島,(2)本 州 ・四国 ・九州 とその属 島,(3)琉球 列 島の3

つ の地域 で大 き く異な ってい る.(1)と(2)の 境界線 は津

軽海峡 にあ り,(2)と(3)の 境 界は吐喝喇海峡 にあって,

前者 はブラキス トン線,後 者は渡 瀬線 と呼 ばれている.

(1)の地域 の動物相 には,近 隣の大陸 と共通す る種 が 多

く,そ れ らは大陸の もの と亜種程度 の違 い しか ない とい

う特徴が ある.(2)の 地域 の動物相 には,大 陸や北海道 と

共通す る種 もあるが この地域に しか見 られない固有種

が多い とい う特徴が見 られ る.(3)の 地域の動物相 には,

島嶼 型で内容 が貧弱 とい う特 徴のほか に,(2)の 地域 の

動物群 よりさ らに固有度が高 く,固 有属 に属 す る種が 多

い とい う特徴が見 られ る.こ のよ うな各地域の動物群は,

いずれ もが大陸 の動物群 を母体 として形成 されて きた と

考 え られ るので,地 域 による動物相の違いは,母 体 とな

る大 陸の動物群が いつ頃 どの ように移入 し,ど の ような

過程 を経 て現在 に至 って い るのかが 地域 に よって異

なっている というこ とを意味す る.日 本列島へ の移入,

その後 の隔離や種分化,絶 滅,再 移 入な ど種々の事件が

それぞれの地域 で起 こった ことが予 想されるが,そ の よ

うな過程 を十分 に復元す るにはそれぞれの地域 で時代 ご

とに よく整 った豊富 な化石の記録 が必要である.しか し,

実 際の化石 の記録 はきわめて不完全 な もので,間 接的 な

記録 か ら推定せ ざるを得 ない場合 が多い.こ こでは,現

在 までに得 られている化石の記録 をもとに,日 本列 島へ

の動物群 の移動 を上 に述べ た(1),(2),(3)の 地域 ご とに

考 えてみ る.ま た動物群が大陸か ら移動 して くるため に

は,一 般 に陸橋 の存在が必要 となるが 日本列 島 と大陸

の間の陸橋形成 に関す る問題について も論議 す る.

II.本 州 ・四 国 ・九 州 地 域

上に述べ た3つ の地域の うち,こ の地域 は化石 の記録

が最 も豊富であ る.こ の地域の第 四紀層か ら産 出す る哺

乳類化石の うち,第 四紀 のほ とんどすべての時期 の堆積
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物か ら産出す るのは長鼻類の化石で ある.長 鼻類以外 の

哺乳類は,中 期 更新世前期以前 になると化石が極端 に少

な くなる.近 畿 ・東海地 方 では,以 前か ら各種 の長 鼻類

の産 出層準が詳 し く研究 され,地 質柱状図 中で各種類 が

出現す る範囲,す なわち各種類 の生息期間が明 らかにさ

れ,長 鼻類化石 に よる第四系 の分帯が行われて きた(池

辺,1959;池 辺ほか,1965;Ikebe et al., 1966;亀 井 ・瀬

戸 口,1970;Kamei,1981,1984な ど).樽 野 ・亀井(1993)

は各種類の分 類 を整理 し,新 しい産 出基準のデー タも加

えて近畿 ・東海 地方におけ る長鼻類 の各種類の産出範囲

と分帯 を新 たに整理 してい る.こ のよ うな分帯は本州 ・

四国 ・九州の全域に適用で きるもの と考 えられ(亀 井,

1979;Kamei and Otsuka,1981),各 種類 の出現 と消滅

は こ の地 域 では ど こで もほ ぼ 同 じ時 期 に起 こ っ た と考 え

られ る.図1で は お もに樽 野 ・亀 井(1993)に も とつ い て

長 鼻類 の各 種 類 の 生 息期 間 を ま とめ た.図1か ら もわか

る よ うに,ア ケ ボ ノ ゾ ウStegodon auroraeの 生 息 期 は 約

2.5Maか ら0.6Ma,シ ガ ゾ ウ"Mammuthus shigensis"

(M.paramammonteus shigensisとM.armeniacus proximusを

含 む)の 生 息 期 は1.2な い し1.0Maか ら0.5Ma,ト ウ

ヨウ ゾ ウStegodon orientalisの 生 息期 は0.5Maか ら0.3

図1 本州中部 におけ るゾウの層序学的分布 とこれ らの

ゾウの出現期か ら推定 される陸橋 形成期

Fig. 1 Stratigraphic ranges of proboscidean species in 

      central Honshu and land-bridge formation in-

      ferred from their first appearance

Ma,ナ ウマ ンゾウPalaeoloxodon naumanniの 生息期 は0.3

Maか ら0.016Maと なる.

ところで 化石 の記録 をもとに動物群の移動 を考 える

とき,化 石の記録 の中でその種類 が最初 に出現す る時期

が重要 な意味 を持つ と考 え られ る.す なわち,そ の種類

の最初の出現はそれの他 地域 か らの移住 を示 し,そ の こ

とはさらに その時期 に他 地域 との間に陸橋が形成 され た

可能性 を示 してい る.し か し,そ の種類 の最初 の出現 と

陸橋形成 を結びつけ るには,次 の ような問題点 も考慮 し

てお く必要が ある.哺 乳類の中で 移動 力の大 きい大型

種 は陸橋が な くて も,例 えば海峡 に 「氷 の橋」が形成 さ

れた として も移動可能で あろうし,狭 い海峡 な ら泳 いで

渡 るこ とも可能 であろう.ま た逆に,た とえ陸橋 があっ

た として も陸橋部分の気候 ・植 生がその種 の生活 に適 さ

なければ,そ の種 は渡 って こないであ ろう.陸 橋 の向こ

うに強力な競合種が いれば渡 って行 けない とい うこ とも

あ るであろ う.こ の ような問題点は1種 では な く,で き

るだけ多 くの種類 の豊富 な化石記録 を参 考に して,そ れ

ぞれの可能 性を検討 して い くこ とに よって少 しずつ解決

で きると考 え られる.

本州 ・四国 ・九州地域 にお いて,上 にあげた長鼻類 の

うち,ア ケボ ノゾウはほかのStegodon属 の種 と比べ て固

有度が高 く,こ の地域で シンシュウゾウS.shinshuensisを

祖先 として進化 した と考 え られ ている(三枝,1990).し

たが って,本 種 の出現 は陸橋形成 を示すのではな く,逆

に この地域 が大 陸か ら長期 に隔離 され たことを示す もの

で あろう.次 に出現す るシガゾウは,Mammuthus属 の古

型の種 に対応す るものであ り,小型であるこ とを除 くと,

ユー ラシア大 陸の古型のMammuthus属 と形 態差が少 な

く,そ の出現 はユー ラシア北部 に前 ・中期 更新世 に広

が った古型 のMammuthusの 種 の この地域へ の移入 を示

す もの と考 えられ る(Kawamura,1991).シ ガ ゾウの最

初の出現は1.2～1.0Maな ので,こ の時期 にその移入 を

可能にす る陸橋 の存在 が示 唆される(図1).た だ し,こ

の地域 では前期 更新世の化石 記録 が乏 しく,陸 橋 を示す

ほかの種類のデー タは まだ得 られていない.

トウヨウゾウの出現は0.5Ma頃 であ り,本 種 が 中期

更新世 の中国南部に広 く分布 していたこ とを考 える と,

その出現 は中国南部か らの動物 群の移 入 と,そ れを可能

にす る陸橋の存在が示 され る.ト ウ ヨウゾウの生息期 の

本州 ・四国 ・九州地域の化石 記録 は,そ れ以前 の記録 よ

りはるか に多 く,動 物相の様子 も比較 的 よ くわか ってい

る.こ の時期 の本州 ・四国 ・九州の動 物群 には,シ ナサ

イRhinoceros sinensisなど当時の中国南部 に分布 していた

種,あ るいはそれ に近縁 な種が見 られ るので,そ れ らは

トウ ヨウゾウに伴 って中国南部か ら移 入 した もの と考 え
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られ る(図2).

ナ ウマ ンゾウの出現 は0.3Ma頃 であ り,ナ ウマ ンゾ

ウを含むPalaeoloxodon属 は当時 の大陸では 中国北部 を中

心 に分布 していた.そ のため,本 種 の出現 は中国北部か

らの動物群の移入 とそれ を可能 にす る陸橋 の存在 を示す

(図2).ハ タネズ ミMicrotus montebelliの出現 もナ ウマ ン

ゾウ と同 じ頃であ り,本 種 あるいはその祖先 も中国北部

や東 北部か ら渡 来 した と考 え られて い る(Kawamura,

1988).し か し,河 村 ほか(1989)や 河村(1990a)も 指摘

しているよ うに,ト ウヨウゾウや ナウマ ンゾウを伴 う動

物群 の移入 は,以 前に考 えられていたほ ど大規模 な もの

ではな く,比 較的少数の種 類に とどまった と考 えられて

い る.

ナウマンゾウの 出現期以降は,化 石 記録 が トウ ヨウゾ

ウの生 息期 よ りさらに豊富で,動 物 相の内容や特 徴はか

な りよくわか っている(河 村ほか,1989;河 村,1991,

1992,1993な ど).こ の時期 に大陸か ら新 たに移入 した

と考 え られる種類 は,後 期更新世後半に一 時的に現れ る

ヘ ラジカ,ス テ ップバ イソン,オ ー ロックス といった少

数 の大 型獣 以外 には見 られ ない.そ のため,ナ ウマンゾ

ウの出現期以 降,本 州 ・四国 ・九州 地域 は大 陸や北海道

か ら隔離 され,そ れか らの動物群 の移 入は上 記の大型獣

以外 には見 られなか った と考 えられ る(図1).上 記 の大

型獣 は,後 期更新 世後半の特に寒冷 な時期 に,津 軽海峡

に一時的に形成 された 「氷の橋」 を渡 って移 入 した と考

えられてい る(図2:Kawamura,1989,1994).

III.北 海 道

北海道では,更新 世の陸棲哺乳類化石の産地は少な く,

産出 してい る哺乳類 の種類 も少数の大型種 に限 られ る.

特に,前 ・中期 更新 世は化石記録が きわめて乏 しい.後

期更新世の記録 は前 ・中期更新世 よ りは多 く,ナ ウマン

ゾウ,プ リミゲニウスゾウMammuthus primigenius,ヤ ベ

オオツ ノジカSinomegaceros yabeiが この地域 に分 布 して

いたことが知 られている(亀 井 ほか,1988;Kawamura,

1991,199;矢 野,19914な ど).こ れ らの うち,ナ ウマン

ゾウを含むPalaeoloxodon属 は,中 国北部の更新統 か らも

報告 されてい るが,中 国東北部や北海道 に近接す る大陸

地域か らは知 られていないので,北 海道 のナ ウマ ンゾウ

は本州 ・四国 ・九州地域 か ら移 入 した と考 えられ る.一

方,ヤ ベ オオツノジカは 日本 の固有種 とされ,本 州 ・四

国 ・九州 の中 ・後期更新世 の化石産地 か ら比較的 多 く産

出 している.ヤ ベオ オツ ノジカ もナウマンゾウ と同様,

本州 ・四国 ・九州地域か ら渡っていった と考 え られ る.

ナウマンゾウやヤベ オオツノジカが北海道へ移入 した時

期 は,北 海道 での化石記録が少ないために明 らか ではな

いが,一 つの可能性 として0.3Ma頃 の本州 ・四国 ・九

州地域 の陸橋形成期が考 えられ る(図2).

プ リミゲニ ウスゾウは後期 更新 世にユー ラシア北部 に

広が ったマ ンモス動物群 の代 表種 であ る.後 期更新世の

時期 にはシベ リアか ら中国東北部 まで南下 し,中 国東北

部 で もよ く栄 えたこ とが知 られてい る(金 ・河村,1996

参照).こ のよ うなこ とか ら考 えると,プ リミゲニウスゾ

ウは後期更新世後半 にシベ リアか らサハ リン経 由で北海

道へ移 入 した と考 えてよいであ ろう(図2).小 野 ・五十

嵐(1991)は,そ の移入期 を宗谷海峡が陸 化しは じめた約

7万 年前以降 と考 えている.

IV.琉 球 列 島

琉球列 島の第四紀哺乳類 の化石産地は,ほ とん どが後

期 更新世 と完新世 の ものである.こ の地域の後期 更新世

の動物相は,完 新世や現在 の ものよ り豊富な内容 を持 っ

てい る.し か し,本 州 ・四国 ・九州の動物相 と比べ ると

は るかに貧 弱で中 ・小 型の種 類のみで構成 され,固 有度

が高い とい う特徴 を持つ こ とか ら,現 在 と同様に島嶼型

の動物相 といえ る.化 石産地 ご とに動物群 の内容 を見 る

と,沖 縄本 島 を中心 とす る北部 の もの と,宮 古島な どの

南部 の もの でかな り動 物相 に違 いが あ るこ とが わか る

(河村 ほか,1989;Kawamura,1991,1994).北 部の もの

にはアマ ミトゲネズ ミTokudaia osimensos,ケナガネ ズ ミ

Diplothrix leata,リ ュウキュウムカシキ ョンMundacinae

gen.ct.sp.indet.,リ リュウキュウジカGervus astylodonな

どが見 られ るが(長谷 川,1980;Kawamura,1989な ど),

これ らの 多 くは この地域 の固有種 と考 えられ る.そ の祖

先はか な り古い時期 に この地域 に渡 来 し,こ の地域に長

期間隔離 されて生 き残った遺存種 であろ う.渡 来の時期

は,こ の地域で後期 更新世 以前 の化石が きわめて乏 しい

の で明 らかではない.し か し,こ れ らの固有種が 中国や

本州 ・四国 ・九州の第四紀哺乳動物 群の構成要素 とはか

な り異 なってい るので,そ れ以前の渡 来が考 えられ る.

渡来時期やそれ らの系統 を明 らかにす る手がか りを得 る

には,中 国の鮮新世の哺乳類化石 との詳 しい比較が必要

であろ う.

最近,Ujiie et al.(1991)や 氏家(1998)は,最 終氷期 に

台湾か ら奄美大 島まで を結ぶ 「琉球-台 湾陸橋」 を想定

している.台 湾海峡の水深か ら考 えて,こ の時期 に台湾

は大陸 と地続 きになったと考 えられ るので,そ の考 えに

従 えば大 陸か ら伸 び出 した細長い半島が奄美大 島 までの

びていたこ とになる.そ れ なら,ど うして沖縄本 島の後

期 更新世 の化石産地か ら,中 国南部の同時期 の化石産地

か ら産 出す る哺乳類が産 出しないのであ ろうか.哺 乳類

の化石 記録 か らは,こ の時期 に沖縄本島な ど北部 の地域
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は他 地域 か ら隔離 されていた と考 えるのが 自然であ る.

南部の動物相 には,ヨ シハ タネ ズ ミMmicrotus fortis,ツ

ン ドラハ タネズ ミMicrotus oeconomus,ケ ナガネ ズ ミ,ミ

ヤ コノロジカCapreolus miyakoensisな どが見 られ る(長 谷

川,1980,1985;金 子,1985な ど).こ れ らの うち,ヨ

シハ タネ ズ ミとツ ン ドラハ タネズ ミは大陸 の現生種 で,

大陸 では更新世の化石 も知 られてい るが,こ の地域 には

現在 まった く分布 していない.ハ タネズ ミ属 の現 生種が

中期更新世以降に出現す ることや,こ の属がユー ラシア

大陸北部 に広 く分 布す るグループであ るこ とを考慮す る

と(河村,1990b参 照),こ れ らの種 は中期更新世か後期

更新世 のいずれかの寒冷期に,大 陸か ら台湾 を経 由 して

この地域 に渡来 した と考 えられ る.一 方,ケ ナガネズ ミ

は北部 と共通 の固有種で あ り,ミ ヤ コノロジカはこの地

域 の固有種 であるこ とか ら,こ れ らは ヨシハ タネズ ミや

ツン ドラハ タネズ ミよ り古 くに渡 来して固有化 した種 で

あろ う.

V.ま と め

第四紀 のいろいろな時期 に大陸か ら種 々の哺乳類 が 日

本列 島へ 移動 して きた と考 え られ るが,日 本列 島 を本

州 ・四国 ・九州 と北海道,琉 球列 島の3つ の地域 に分 け

て,そ の ような移動 の問題 を考察 した.

本州 ・四国 ・九州 では,1.2～1.0Maに シガゾ ウが出

現 し,0.5Maに は トウ ヨウゾウが0.3Maに はナウマ

ンゾウが出現 す る.そ れ らの出現 は,そ れ らが大陸か ら

この地域 に移 入 して きたこ とを示 し,さ らにそれ ぞれの

時期 にそれ らの移 入 を可能 に した陸橋の存在 を示唆す る

(図1,図2).ト ウ ヨウゾウやナ ウマ ンゾウの移入に伴 っ

てほかの哺乳類 も移 入 して きたが,そ の よ うな移入はか

つて考 え られていたほ ど大規模 な もの ではなか った.ナ

ウマ ンゾ ウの出現期 以降,大 陸か ら新 たに移入 した と考

えられ る種 類は,後 期 更新世後半 に一時的 に現れ る数種

類の大型獣以外には見 られない.そ のため,こ の時期に

は本州 ・四国 ・九州 は大 陸や北海道か ら隔離 されていた

と考 えられ る.後 期 更新 世後半 に現 れる大型獣 は,後 期

更新世後半に津軽海峡に形成 された 「氷 の橋」 を渡 って

渡 来 したのであ ろう(図2).

北海道 では,後 期 更新 世の化石産地か らナ ウマ ンゾウ

やヤベ オオツノジカが産出 してい るが,こ れ らは本州 ・

四国 ・九州 か ら移入 した と見 られ る.そ の移 入期 は0.3

Ma頃 が一つ の可能 性 として考 えられ る.一方,同 じ時代

の化石産地か ら知 られ るプ リミゲニウスゾウは後期更新

世後半 にシベ リアか らサハ リン経由で北海道 に移入 した

と考 え られる(図2).

琉球列 島では,化 石記録のほ とん どが後期 更新世以 降

のものである.後 期更新世の動物相には,沖 縄本島など

北部のものと宮古島など南部のものの間に違いが見られ

る.北 部の動物相は固有の要素が多く,それらは第四紀

以前の古い時期の渡来が考えられる.南部の動物相には,

固有の要素と大陸と共通の要素が見られる.後者は中・

後期更新世のいずれかの寒冷期に渡来し,前者はそれ以

前に渡来したものであろう.
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Immigration of Mammals into the Japanese Islands 

            during the Quaternary

Yoshinari Kawamura*

 Immigration of mammals during the Quater-

nary is considered separately in three biogeo-

graphic regions of the Japanese Islands: Hon-
shu-Shikoku-Kyushu; Hokkaido; and the Ryu-
kyu Islands. In Honshu-Shikoku-Kyushu, bio-

stratigraphic studies of elephant fossils have

revealed the earliest appearances of three ele-

phant species in Quaternary sequences, namely 
around 1.2-1.0 Ma for Mammuthus shigensis, 

around 0.5 Ma for Stegodon orientalis, and 

around 0.3 Ma for Palaeoloxodon naumanni. 
These appearances indicate their immigration

from the adjacent continent, and also suggest 

the formation of a land bridge which enabled 
the immigration. Since the immigration stage 

of P. naumanni, Honshu-Shikoku-Kyushu has 

been isolated from the Asian continent as well 
as from Hokkaido. 

 In Hokkaido, fossil records are much scarcer

than in Honshu-Shikoku-Kyushu. Late Pleis-

tocene mammals of Hokkaido are represented 

by only three large herbivores: P. naumanni, 

Mammuthus prinigenius, and Sinomegaceros 

yabei. Of these, P. naumanni and S. yabei immi-

grated from Honshu-Shikoku-Kyushu, possibly 

around 0.3 Ma, while M. primigenius moved 

into Hokkaido from Siberia via Sakhalin dur-

ing the late Late Pleistocene.

 In the Ryukyu Islands, Pleistocene fossil 

records are mostly restricted to those of the 

Late Pleistocene. The Late Pleistocene fauna in 

the northern part is dominated by endemic 

elements which immigrated from the continent 

possibly in the pre-Pleistocene period. The 
fauna in the southern part is composed of Late 

or Middle Pleistocene immigrants as well as 

much earlier immigrants.

* Department of Earth Sciences
, Aichi University of Education. Hirosawa 1, Igaya-cho, Kariya, 

448-8542.


